模擬裁判２０１２～猿蟹合戦！真実の行方～
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　　　はじめに
本日はお忙しい中、私達NLD～法律学研究会～主催の模擬裁判にお越しくださいまして、
誠にありがとうございます。
　この模擬裁判は、ドラマなどとは異なる実際の裁判の流れとはどのようなものであるかを理解していただくためにNLDが作成しました。
　なお、私達の模擬裁判は、実際の裁判と比べ若干の脚色と演出が加えてあることをあらかじめお断り申し上げます。
　　法廷の様子


刑事訴訟の流れ
　裁判には、民事訴訟と刑事訴訟があります。民事訴訟とは、財産に関する（土地の所有者争い・金銭など）トラブルや、離婚などの家庭内のトラブルなど、当事者間のトラブルを解決するための手続きです。これに対して、刑事訴訟は、犯罪が発生したときに犯人を発見し、検挙するとともに、犯人の行為が犯罪となるのか、また、どのような刑罰を科すのが適当かを検察官が起訴した事件について審理する手続きです。
	民事訴訟
	刑事訴訟

	個人VS個人
	国家VS個人

	原告VS被告
	検察官VS被告人

	私的紛争の解決
	国家刑罰権の行使



１、起訴されまるでの流れ（起訴前手続き）
　　２、裁判の流れ




　　　　
　　捜査の手がかりを掴む…通報・告訴・告発

捜査の実行…証拠収集・逮捕
　　　　　　
　　検察官への事件送致
　　　　　　
　　送致事件の受理
　　　　　
　　　　捜査の実行
　　　　　
終結
　　　　　
　　起訴・不起訴の判断→不起訴の場合は釈放
　　　　起訴　　
　
裁判へGO



　　　　　事件の概要
１、あらすじ
平星23年11月11日、のどかで平和な阿合村内で殺人事件が発生した。被害者は乱暴者で有名な猿、犯人は臼、蜂、栗であるということが警察の調べで明らかになった。

3人は逮捕され、阿合村に平和が戻った･･･と思いきや、事態は思わぬ方向へ転がってゆく。
彼らは「猿を殺したのは我々だけではない。蟹も私たちの仲間だ。あいつも私たちの計画に加担した。」と共通した証言をしており、蟹が逮捕・起訴された。しかし、犯行現場に蟹がいた証拠はみつかっておらず、蟹も猿殺害への関与を一切否定している。

だが蟹には母親を猿に殺された過去があり･･･！？

蟹が計画に加担したとはどういうことなのか！？猿は蟹の復讐のために殺されたのか！？
真実を明らかにする裁判が今、始まる！！！
２、事件の流れ（時系列）
用語集
●冒頭手続：人定質問 、起訴状朗読、権利告知、黙秘権等の権利を告げる、罪状認否を行うこと。 
●偽証罪：偽証の罪とは、法律により宣誓した証人が虚偽の陳述（供述）をする罪。
●黙秘権：自己の意思に反して供述をすることを強要されず、また、自己にとって不利益かどうかを問わずに、「終始沈黙し、又は個々の質問に対し陳述を拒むことができる」権利。
●冒頭陳述：証拠調べの初めに，検察官が，証拠に基づいて証明しようとする事実を述べることを「冒頭陳述」という。
●主尋問：弁護人が自らの所属する陣営に対して行う質問。
●反対尋問：弁護人が自らの所属する陣営と対抗する陣営、すなわち検察側の相手に対し行う質問
●甲号証・乙号証：甲号証は、検察官によって提出される証拠のうち客観的な証拠や被害者や第三者の供述にもとづく証拠。乙号証は、検察官によって提出される証拠のうち被告人の供述に基づく証拠が主。
●最終陳述：被告人・弁護人が検察官の論告・求刑に対して意見を述べることを、最終弁論（弁護人の場合）、最終陳述（被告人の場合）という。検察官の主張に反論したり、現在の心境が語られたりする。
●結審：審理の終了
●実況見分調書：捜査機関が、犯罪の現場、その他の場所、人の身体、物等について、その状況を確認することを実況見分といい、その結果を記録した書面を実況見分調書という。
●論告：すべての審理が終わった後で，検察官が行う最終的な主張。
●証人カード：裁判所にあらかじめ提出される、公判において証言する予定のある者についての個人情報が書かれたカード。氏名、住所、生年月日などを申告。

立証の程度
検察官は、被告人の処罰を求めて、証拠によって立証活動を行います。しかし、一体どの程度立証されれば当該事実があったと認定されるのでしょうか？
立証の程度については、裁判所が認定します。では、どの程度認定するのでしょうか？
刑事裁判は、刑罰権の発動がなされるか否か、という被告人にしてみれば重大な効果を伴います。従って、立証の程度を厳格に考える必要があります。そこで、「合理的疑いを入れない程度」まで立証しなければならない、と言い方がされています。では、「合理的疑いを入れない程度」とは、どういうことでしょうか？
AB二つの考え方があるとき、「AよりはB」と考えることを“証明の優越”といいます。これは、５０％よりもちょっと多いと判断することです。合理的疑いを入れない程度というのは、これでは足りないのです。つまり、“疑いを加えられないくらい確かだということまで証明できなければ有罪にならない”ということです。普通の人が見たら、まず誰も疑わないだろう、というところまでの証明が必要であるということです。裁判官が、有罪か無罪かを悩んで、「どちらかというと有罪に近いかな」という程度ではいけません。この様な場合には、無罪にしなければいけないのです。有罪に違いないと確信に至って、はじめて有罪判決になるのです。
　　　チェックテスト　
　以下の（１）～（２０）の質問は、今回の事件の流れをつかむための問題です。問題は全て３択の問題で、ほぼ裁判の流れの順番に従っています。裁判を聞きながら正しいと思った選択肢①～③を○で囲んでみてください。答えは裁判中に隠されています。

　　　NLD～法律学研究会～の紹介
　模擬裁判は楽しんで頂けましたか？私達NLDは今回のような模擬裁判のほか、法律に関わりのある活動を行っています。部員は法学部生が殆どなので、テスト対策などでは頼れる先輩がついていますよ！いい意味で先輩・後輩関係なく、とても雰囲気の良い部活です。また、色々なイベントも企画しており、夏季休暇と春期休暇は部員みんなで旅行に行きます！飲み会もあり、皆と仲良くなる機会はたくさんあります。NLDの良いところは、やるときはやる、遊ぶときは遊ぶ、という感じで切り替えがしっかりできることです。しっかりと遊び、しっかりと学ぶ。そんな充実した大学生活をNLDと共に過ごしてみませんか？
　部会は水・金の週２回で、メインの活動は水曜の４限に○○（５月から変更の可能性あり）で行います。金曜には皆でお昼ご飯を食べながら、打ち上げやスケジュールの相談をしたりしています。今後の日程は以下の通りなので、興味を持ったら是非きてみて下さい。どんな雰囲気か感じてもらえると思います。見に来るだけでも歓迎します！
もちろん兼部もOKです♪

４月２５日（水）の新歓コンパでは、皆で食べたり飲んだりしながらワイワイやりたいと思います。気になった人は主幹まで連絡を下さい（連絡先は下記に）。
友達も誘ってどんどん来て下さい。　待っています！
ほかに、もしNLDについて何か質問があったら、どんな些細なことでもどうぞご連絡ください。
主幹：2011JJ171　森　朱美
〈mail〉:bracl-silver-pink@c.vodafone.ne.jp
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犯罪の捜査、公訴権の行使、公判活動、裁判の執行と刑事手続の全段階で活動。





事件に関する記録等作成及び保管並びに裁判官の行う法令や判例の調査の補助と言った仕事をしている。





法廷に立会い訴訟当事者や証人等の供述を速記する事務等を行う。





刑事訴訟において被告人の利益を保護するために「自由と正義」、「公平と平等」を掲げ働く。





裁判の司会進行役。双方の言い分を聞いて、法律に基づき一番妥当だと思われる判断を下す。
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事件発生





証拠調べの実施


・証人、鑑定人→尋問


・証拠書類→朗読（要旨の告知）


・証拠物→展示


・被告人質問など





検察





証拠調手続





　　　　　　冒頭陳述


　　　　　　犯罪事実に関する立証





警察





冒頭手続





　　　　　　人定質問


　　　　　　検察官の起訴状朗読


　　　　　　黙秘権の告知


　　　　　　被告人、弁護人の被告事件についての陳述





検察官の公訴提起（起訴）





７





６





今後の日程


４月１１日（水）１５：１５～１６：４５　○○教室


４月１３日（金）１２：３５～１３：３０　


４月１８日（水）１５：３０～　　Ａ棟二階にて、模擬裁判


４月２０日（金）１２：３５～１３：３０


４月２５日（水）１５：１５～１６：４５


５月以降　　　　水曜　　１５：１５～１６：４５


金曜　　１２：３５～１３：３０





４月２５日（水）は、新歓コンパも行います♪





弁論手続





　　　　　　検察官の論告・求刑


　　　　　　弁護人の弁論


　　　　　　被告人の最終弁論


　　　　　　弁論終結





判決の宣告
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